
  

 

 

 

 

 

退任の挨拶 

 

山形大学に勤めた期間は、13 年と 11 か月でしたが、あっという間に過ぎて

しまったという感覚です。 

その間、山形県内をはじめ全国の各地をおと連れ、地域の問題を追い続けた

日々でしたが、大変幸せな時間だったと思っています。 

また、多くの先生方や職員の皆様にお世話になり、心より感謝申し上げます。 

地域教育文化学部には 4 年間という大変短い時間ではありましたが、充実した

時間を過ごせたと思っております。 

今後につきましては、私の故郷である最上地域を中心に、NPO 活動として地

域づくりに取り組んでいきたいと思っております。もしお会いすることがあり

ましたらお声を掛けていただければ幸いです。 

それでは、皆様方におかれましてはお身体にご自愛され、益々ご活躍されるこ

とをお祈り申し上げます。 

最後に、皆様方に心より感謝申し上げまして、退任の挨拶にかえさせていただ

きます。 
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